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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報 

当社は、前第３四半期累計期間では四半期連結財務諸表を開示しておりましたが、当事業年度におい

ては重要性が乏しい清算中の子会社１社を連結の範囲から除外し、四半期財務諸表を作成しております。この

ため、前年同四半期との比較は行っておりません。 

また、当社は医療関連情報サービス事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しておりま

す。 

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、設備投資が横ばいとなったものの、企業業績は改善が

見られ、雇用情勢についても改善傾向が続きました。個人消費も底堅い動きとなり、全体的に緩やかな

回復基調で推移しました。 

当社の主要顧客である自治体、健康保険組合などの保険者においては依然として厳しい財政状態が続

いておりますが、国策として推進されているデータヘルスに関する関心が高まっており、データヘルス

関連サービスの需要は引き続き増加傾向にあります。 

このような状況下で、当第３四半期累計期間において当社は、保険者向け情報サービスにおいて、デ

ータヘルス関連サービスの販売活動を積極的に推進しました。 

紙レセプト時代からレセプトデータを分析してきた技術的アドバンテージと、データヘルスに適合し

た効果的・効率的なサービスの提供実績をもとに、国民健康保険向けを中心に受注を伸ばしております。 

地域別では、東日本地域での従来から受注のあった首都圏や北海道をはじめとして、東北地方、北関

東および北陸など中部地方へも網羅的に営業を展開し、新規受注の獲得や、既存顧客への提供サービス

の追加受注につなげました。一方、西日本地域では、近畿圏を中心に新規受注を獲得したほか、既存顧

客への提供サービスの追加による受注拡大を積極的に推進しました。 

また、国民健康保険以外も全国健康保険協会よりジェネリック医薬品通知サービスを受注するなど堅

調に推移しております。 

当四半期末の受注数は着実に伸びておりますが、受注の多くは年度末での売上となるため、当第３四

半期累計期間の売上高は７億78百万円となっております。 

損益面につきましては、営業損失が２億５百万円、経常損失が２億１百万円、四半期純損失が２億８

百万円となりました。 

なお、東日本地域の拡販の拠点として、平成28年２月１日に東京支店を拡大移転するとともに東京本

社と改称し、北海道・東北地域についても今後さらに積極的な営業を展開するため平成28年１月に北海

道に札幌オフィスを開設しております。 

（季節変動について） 

当社の受注する案件は、保険者である自治体との契約が中心となるため、自治体の年度末である３月

末までを契約期間とする業務が多く、年間売上高の多くが第４四半期会計期間に計上されます。また人

件費・営業経費等の固定費は毎月ほぼ均等に発生するため、期中は営業損失が生じる季節変動の特徴が

あります。 
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（２）財政状態に関する定性的情報 

 （資産） 

流動資産は、売掛金が回収により３億 95 百万円減少したものの、納税および仕掛作業分の費用支払

いなどにより現金及び預金は 22 百万円の増加にとどまりました。このほか、売上が年度末に集中する

ため仕掛品が１億 37 百万円増加したことなどにより、当第３四半期末の流動資産の残高は前期末に比

べて２億 43 百万円減少しました。 

また、固定資産は自社開発ソフトウエアの増加および東京支店移転に伴う差入保証金の増加などに

より、当第３四半期末の固定資産の残高は前期末に比べて 62 百万円増加しました。 

この結果、当第３四半期末の資産合計は、前期末に比べて１億 81 百万円減少し、９億 93 百万円と

なりました。 

（負債） 

当第３四半期末の流動負債の残高は、短期借入金の借入による増加 70 百万円があったものの、未払

消費税等の減少などにより前期末に比べて 18 百万円の増加にとどまりました。 

また、固定負債に大きな増減はありません。 

この結果、当第３四半期末の負債合計は、前期末に比べて 16 百万円増加し、３億 38 百万円となり

ました。 

（純資産） 

当第３四半期末の純資産の残高は、四半期純損失２億８百万円により利益剰余金が減少し、６億 54

百万円となりました。 

また、借入金の増加により自己資本比率が 7.1 ポイント悪化し、64.4％となりました。 

（３）業績予想に関する定性的情報 

平成 27 年５月８日付「平成 27 年３月期決算短信」で公表しました平成 28 年３月期の通期の業績予想

に変更はありません。

２．サマリー情報 （注記事項） に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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(３) 四半期財務諸表に関する注記事項 

   

 （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

  該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

当社の事業セグメントは、医療関連情報サービス事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略

しております。 
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